
平成年月日 木曜日 (号外特第号)官 報

第
一
節

地
方
創
生
推
進
事
務
局

（
次
長
）

第
三
十
七
条

地
方
創
生
推
進
事
務
局
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
事
務
局
」
と
い
う
。）に
、
次
長
一
人
を
置
く
。

２

次
長
は
、
地
方
創
生
推
進
事
務
局
長
を
助
け
、
事
務
局
の
事
務
を
整
理
す
る
。

３

次
長
は
、
関
係
の
あ
る
他
の
職
を
占
め
る
者
を
も
っ
て
充
て
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。

（
審
議
官
）

第
三
十
八
条

事
務
局
に
、
審
議
官
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

２

審
議
官
は
、
命
を
受
け
て
、
事
務
局
の
事
務
に
関
す
る
重
要
事
項
の
企
画
及
び
立
案
に
参
画
し
、
関
係
事
務
を

総
括
整
理
す
る
。

３

審
議
官
は
、
関
係
の
あ
る
他
の
職
を
占
め
る
者
を
も
っ
て
充
て
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。

（
参
事
官
）

第
三
十
九
条

事
務
局
に
、
参
事
官
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

２

参
事
官
は
、
命
を
受
け
て
、
事
務
局
の
事
務
に
関
す
る
特
定
事
項
の
企
画
及
び
立
案
に
参
画
す
る
。

３

参
事
官
は
、
関
係
の
あ
る
他
の
職
を
占
め
る
者
を
も
っ
て
充
て
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。

第
二
節

知
的
財
産
戦
略
推
進
事
務
局

（
次
長
）

第
四
十
条

知
的
財
産
戦
略
推
進
事
務
局
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
事
務
局
」
と
い
う
。）に
、次
長
三
人
を
置
く
。

２

次
長
は
、
知
的
財
産
戦
略
推
進
事
務
局
長
を
助
け
、
事
務
局
の
事
務
を
整
理
す
る
。

３

次
長
は
、
関
係
の
あ
る
他
の
職
を
占
め
る
者
を
も
っ
て
充
て
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。

（
参
事
官
）

第
四
十
一
条

事
務
局
に
、
参
事
官
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

２

参
事
官
は
、
命
を
受
け
て
、
事
務
局
の
事
務
に
関
す
る
特
定
事
項
の
企
画
及
び
立
案
に
参
画
す
る
。

３

参
事
官
は
、
関
係
の
あ
る
他
の
職
を
占
め
る
者
を
も
っ
て
充
て
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。

第
三
節

宇
宙
開
発
戦
略
推
進
事
務
局

（
審
議
官
）

第
四
十
二
条

宇
宙
開
発
戦
略
推
進
事
務
局
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
事
務
局
」
と
い
う
。）に
、
審
議
官
を
置
く

こ
と
が
で
き
る
。

２

審
議
官
は
、
命
を
受
け
て
、
事
務
局
の
事
務
に
関
す
る
重
要
事
項
の
企
画
及
び
立
案
に
参
画
し
、
関
係
事
務
を

総
括
整
理
す
る
。

３

審
議
官
は
、
関
係
の
あ
る
他
の
職
を
占
め
る
者
を
も
っ
て
充
て
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。

（
参
事
官
）

第
四
十
三
条

事
務
局
に
、
参
事
官
を
置
く
。

２

参
事
官
は
、
命
を
受
け
て
、
事
務
局
の
事
務
に
関
す
る
特
定
事
項
の
企
画
及
び
立
案
に
参
画
す
る
。

３

参
事
官
の
定
数
は
、
併
任
の
者
を
除
き
、
二
人
と
す
る
。

附
則
第
四
条
第
一
項
中
「
第
三
条
第
一
号
ヲ
」
を
「
第
三
条
第
一
号
ル
」
に
、「
同
条
第
三
号

及
び

」
を
「
同

条
第
三
号

及
び

」
に
、「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

（
警
察
庁
組
織
令
の
一
部
改
正
）

第
三
条

警
察
庁
組
織
令
（
昭
和
二
十
九
年
政
令
第
百
八
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
八
条
第
五
号
中
「
こ
と
」
の
下
に
「（
次
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。）」を
加
え
、
同
条
中
第
十
六
号
を
第
十
七

号
と
し
、
第
六
号
か
ら
第
十
五
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
五
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

六

警
察
法
第
五
条
第
一
項
の
任
務
に
関
連
す
る
特
定
の
内
閣
の
重
要
政
策
に
つ
い
て
、
当
該
重
要
政
策
に
関
し

て
閣
議
に
お
い
て
決
定
さ
れ
た
基
本
的
な
方
針
に
基
づ
い
て
、
行
政
各
部
の
施
策
の
統
一
を
図
る
た
め
に
必
要

と
な
る
企
画
及
び
立
案
並
び
に
総
合
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

第
十
一
条
中
第
十
一
号
を
第
十
二
号
と
し
、
第
十
号
を
第
十
一
号
と
し
、
第
九
号
を
第
十
号
と
し
、
第
八
号
の
次

に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

九

犯
罪
被
害
者
等
基
本
計
画
（
犯
罪
被
害
者
等
基
本
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
六
十
一
号
）
第
八
条
第
一
項

に
規
定
す
る
犯
罪
被
害
者
等
基
本
計
画
を
い
う
。）の
作
成
及
び
推
進
に
関
す
る
こ
と
。

第
三
十
七
条
第
六
号
中
「
第
五
条
第
二
項
第
四
号
」
を
「
第
五
条
第
四
項
第
四
号
」
に
改
め
る
。

（
金
融
庁
組
織
令
の
一
部
改
正
）

第
四
条

金
融
庁
組
織
令
（
平
成
十
年
政
令
第
三
百
九
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
一
項
第
二
十
九
号
中
「
第
四
条
第
三
号
イ
」
を
「
第
四
条
第
一
項
第
三
号
イ
」
に
改
め
、
同
項
中
第
四

十
九
号
を
第
五
十
号
と
し
、
第
四
十
八
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四
十
九

法
第
三
条
第
一
項
の
任
務
に
関
連
す
る
特
定
の
内
閣
の
重
要
政
策
に
つ
い
て
、
当
該
重
要
政
策
に
関
し

て
閣
議
に
お
い
て
決
定
さ
れ
た
基
本
的
な
方
針
に
基
づ
い
て
、
行
政
各
部
の
施
策
の
統
一
を
図
る
た
め
に
必
要

と
な
る
企
画
及
び
立
案
並
び
に
総
合
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

第
四
条
第
一
号
中
「
第
四
条
第
三
号
イ
」
を
「
第
四
条
第
一
項
第
三
号
イ
」
に
改
め
る
。

第
十
条
第
一
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
九

法
第
三
条
第
一
項
の
任
務
に
関
連
す
る
特
定
の
内
閣
の
重
要
政
策
に
つ
い
て
、
当
該
重
要
政
策
に
関
し
て

閣
議
に
お
い
て
決
定
さ
れ
た
基
本
的
な
方
針
に
基
づ
い
て
、
行
政
各
部
の
施
策
の
統
一
を
図
る
た
め
に
必
要
と

な
る
企
画
及
び
立
案
並
び
に
総
合
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

（
消
費
者
庁
組
織
令
の
一
部
改
正
）

第
五
条

消
費
者
庁
組
織
令
（
平
成
二
十
一
年
政
令
第
二
百
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
十
号
中
「
消
費
者
政
策
課
」
の
下
に
「
及
び
消
費
者
安
全
課
」
を
加
え
る
。

第
六
条
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

十
二

行
政
各
部
の
施
策
の
統
一
を
図
る
た
め
に
必
要
と
な
る
消
費
者
基
本
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
七
十
八

号
）
第
二
条
の
消
費
者
の
権
利
の
尊
重
及
び
そ
の
自
立
の
支
援
そ
の
他
の
基
本
理
念
の
実
現
並
び
に
消
費
者
が

安
心
し
て
安
全
で
豊
か
な
消
費
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
社
会
の
実
現
の
た
め
の
基
本
的
な
政
策
に
関
す
る

事
項
の
企
画
及
び
立
案
並
び
に
総
合
調
整
に
関
す
る
こ
と
（
内
閣
官
房
が
行
う
内
閣
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律

第
五
号
）
第
十
二
条
第
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
務
を
除
く
。）。

十
三

消
費
者
庁
及
び
消
費
者
委
員
会
設
置
法
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第
四
十
八
号
）
第
三
条
第
一
項
の
任
務
に

関
連
す
る
特
定
の
内
閣
の
重
要
政
策
に
つ
い
て
、
当
該
重
要
政
策
に
関
し
て
閣
議
に
お
い
て
決
定
さ
れ
た
基
本

的
な
方
針
に
基
づ
い
て
、
行
政
各
部
の
施
策
の
統
一
を
図
る
た
め
に
必
要
と
な
る
企
画
及
び
立
案
並
び
に
総
合

調
整
に
関
す
る
こ
と
。

第
十
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

七

行
政
各
部
の
施
策
の
統
一
を
図
る
た
め
に
必
要
と
な
る
食
品
の
安
全
性
の
確
保
を
図
る
上
で
必
要
な
環
境
の

総
合
的
な
整
備
に
関
す
る
事
項
の
企
画
及
び
立
案
並
び
に
総
合
調
整
に
関
す
る
こ
と
（
内
閣
官
房
が
行
う
内
閣

法
第
十
二
条
第
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
務
を
除
く
。）。

第
十
一
条
第
一
号
中「（
平
成
二
十
一
年
法
律
第
四
十
八
号
）」を
削
り
、「
第
四
条
第
五
号
」
を
「
第
四
条
第
一
項
第

五
号
」
に
改
め
る
。

（
総
務
省
組
織
令
の
一
部
改
正
）

第
六
条

総
務
省
組
織
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
四
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
中
第
二
十
八
号
を
第
二
十
九
号
と
し
、
第
二
十
七
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二
十
八

総
務
省
設
置
法
第
三
条
第
一
項
の
任
務
に
関
連
す
る
特
定
の
内
閣
の
重
要
政
策
に
つ
い
て
、
当
該
重
要

政
策
に
関
し
て
閣
議
に
お
い
て
決
定
さ
れ
た
基
本
的
な
方
針
に
基
づ
い
て
、
行
政
各
部
の
施
策
の
統
一
を
図
る

た
め
に
必
要
と
な
る
企
画
及
び
立
案
並
び
に
総
合
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

第
五
条
中
第
十
号
を
第
十
一
号
と
し
、
第
三
号
か
ら
第
九
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
二
号
の
次
に
次
の

一
号
を
加
え
る
。

三

競
争
の
導
入
に
よ
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
改
革
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
五
十
一
号
）
第
七
条
第

一
項
に
規
定
す
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
改
革
基
本
方
針
の
策
定
に
関
す
る
こ
と
。

第
二
十
四
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

総
務
省
設
置
法
第
三
条
第
一
項
の
任
務
に
関
連
す
る
特
定
の
内
閣
の
重
要
政
策
に
つ
い
て
、
当
該
重
要
政
策

に
関
し
て
閣
議
に
お
い
て
決
定
さ
れ
た
基
本
的
な
方
針
に
基
づ
い
て
、
行
政
各
部
の
施
策
の
統
一
を
図
る
た
め

に
必
要
と
な
る
企
画
及
び
立
案
並
び
に
総
合
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

第
百
三
十
二
条
中
「
第
四
条
第
九
十
六
号
」
を
「
第
四
条
第
一
項
第
九
十
二
号
」
に
改
め
る
。
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